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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
近年、急速にオールセラミック修復が普及する中，非常に硬度の高い高強度セラミックスが直接

対合歯質と接する機会が増え，対合歯質の摩耗が懸念されている．本研究では，タイプ 3金合金(Au)，
オールセラミック修復材料である二珪酸リチウムガラスセラミックス(LD)および高透光性ジルコ
ニア(Zr) の表面性状と接触状態の違いによる対合エナメル質の摩耗量を評価することを目的とし
て、研磨状態と，削合調整後研磨をしていない粗い表面性状を模した研削状態の 2種類の表面性状
を作製し，衝突滑走運動（実験 1），滑走運動（実験 2）衝突運動（実験 3），の 3つの異なる接触状
態での咀嚼シミュレーターによる摩耗試験を行った。各実験において、試験前後の被験試料の表面

粗さおよび試験後の対合歯の摩耗量をレーザー顕微鏡にて計測し，解析を行った． 
実験 1 衝突滑走運動試験：Au，LD は研磨によりエナメル質よりも有意に小さな表面粗さを得

られたが，摩耗試験により表面性状が粗くなった．また LD は，研磨群と研削群で対合歯摩耗量に
差が認められなかった．一方，Zr は研磨によりエナメル質よりも有意に小さな表面粗さが得られ，
対合エナメル質の摩耗量を抑えられることが示された． 
実験 2 接触滑走部位を想定した往復滑走運動試験：すべての被験材料において材料自体の表面

性状の変化が小さかった．一方，対合エナメル質の摩耗量は，すべての被験材料において研磨群よ

りも研削群の方が有意に大きく，研磨の効果が示唆された． 
実験 3 点接触部位を想定した反復衝突運動試験：Zr は表面性状の変化が小さかった。また LD

と Zr による対合エナメル質の摩耗は，表面粗さによる影響は不明確であり，研磨，研削によらず
エナメル質よりも対合エナメル質を摩耗させることが示唆された． 
 以上より，Au は対合歯摩耗の観点から優れた材料であることが示唆された．また，Zr のように
硬さや破壊靭性が極めて高い場合，表面粗さが大きい方が摩耗量も大きくなる可能性が示唆された．

一方、Zrと比較して硬さや破壊靭性が小さな LDでは，表面粗さの影響が現れにくい可能性が示さ
れた．本研究の結果は，口腔内での対合歯との接触状態を考慮した材料選択や、定期的リコールに

おいて咬合調整や再研磨の必要性を的確に判断する一助となりうることが示唆された． 
 本研究は、各種歯冠修復材料の接触状態の違いによる対合エナメル質の摩耗量について詳細に検

討されたもので、今後の補綴・修復治療の発展に寄与する内容であるため、博士（歯学）の授与に

に十分に値するものである。 
 
 
 


